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な
っ
て
お
り
、
巻
四
の
最
終
丁
に
は
、「（
欠

損
）
三
年
癸
巳
正
月
吉
旦　

大
坂
本
町
壱
丁

目
松
寿
堂　

萬
屋
彦
太
郎
」と
刊
記
が
あ
る
。

年
号
部
分
が
破
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ

刊
記
は
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
の
出
版
で

あ
る
『
浮
世
花
鳥
風
月
』
の
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。『
底
本
西
鶴
全
集
』
第
十
四
巻
に
掲

げ
ら
れ
た
暉
峻
康
隆
の『
浮
世
栄
花
一
代
男
』

解
題
で
は
、「
内
題
を
「
好
色
堪
忍
記
」
と

改
め
た
も
の
が
改
題
三
版
で
あ
る
。
こ
の
三

版
は
序
、
目
次
、
刊
記
な
ど
す
べ
て
元
禄
十

一
年
の
再
版
本
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
刊
記
の
一
致
し
な
い
本
書
に
つ
い

て
は
な
お
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

◇

　

本
書
に
は
、「
乱
」
や
「
乱
歩
蔵
」
な
ど

乱
歩
の
所
有
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
蔵
書

印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
乱
歩
自
筆
の
文

献
入
手
記
録
「
和
本
カ
ー
ド
」
に
よ
る
情
報

か
ら
、
乱
歩
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

「
和
本
カ
ー
ド
」
に
は
、『
浮
世
花
鳥
風
月
』

『
好
色
堪
忍
記
』
が
一
括
し
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

【
表
面
】

［
書
名
］   
花
鳥
風
月　

一

　
　
　
　

好
色
堪
忍
記　

二
－
四

［
作
者
］   

偽
西
鶴

［
刊
年
］   

正
徳
三

［
冊
］   　

四

［
板
元
］   

阪　

万
屋
彦
太
郎

［
備
考
］

元
禄
六
年｢

浮
世
栄
花
一
代
男｣

の
改
題

花
鳥
風
月
ハ
刊
年
？

好
色
堪
忍
記
ハ
正
徳
三

（
レ
イ
ン
君
パ
リ
に
て
求
め
た
り
）

【
裏
面
】

［
入
手
記
録
］

好
色
堪
忍
記
２
－
４　

三
冊
ハ
、レ
イ
ン
、

パ
リ
に
て
求
め
た
る
も
の
、日
本
に
な
し
。

こ
の
三
冊
を
吉
原
伊
セ
物
語
と
竹
斎
下
と

交
換
せ
り
。

花
鳥
風
月
ハ
24
／
２　

辰
巳
や
５
０
０

　
　
　
　
　
　

37
年　

８
０
０
０

　

右
に
記
さ
れ
て
い
る
「
レ
イ
ン
君
」
と
は
、

浮
世
絵
研
究
家
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ

イ
ン
（
一
九
二
六
－
二
〇
〇
二
）
で
あ
る
。

現
在
、
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ハ
ワ
イ
の
ホ

ノ
ル
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
書
目
も
あ
る

が
、乱
歩
と
交
換
し
た
と
い
う
『
竹
斎
』『
吉

原
伊
勢
物
語
』
は
、
リ
ス
ト
に
見
当
た
ら
な

い
。
公
開
さ
れ
て
い
る
書
目
以
外
に
も
、
数

多
く
の
レ
イ
ン
旧
蔵
本
が
同
美
術
館
に
は
眠

っ
て
お
り
、今
後
の
情
報
公
開
を
待
ち
た
い
。

『
好
色
堪
忍
記
』は
全
巻
揃
い
で
は
な
い
が
、

当
時
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
パ
リ
か
ら
持

　

昨
年
、
江
戸
川
乱
歩
指
定
寄
付
金
の
一
部

を
用
い
て
、
乱
歩
旧
蔵
の
古
典
籍
『
浮
世
花

鳥
風
月
』『
好
色
堪
忍
記
』（
登
録
番
号　

５

３
０
０
１
２
３
９
～
５
３
０
０
１
２
４
２
）

を
購
入
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
々
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
入
手
し
た
の
か
、
資
料

の
詳
細
を
紹
介
し
た
い
。

『
浮
世
花
鳥
風
月
』『
好
色
堪
忍
記
』は
共
に
、

『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
改
題
本
で
あ
り
、

乱
歩
本
で
は
四
巻
中
、
巻
一
が
『
浮
世
花
鳥

風
月
』、
巻
二
か
ら
巻
四
ま
で
が
『
好
色
堪

忍
記
』
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
は
一
般
に
井

原
西
鶴
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
な
お

疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
（
塩
村
耕
『
近
世
前

期
文
学
研
究
―
―
伝
記
・
書
誌
・
出
版
―
―
』

若
草
書
房
、
平
成
十
六
〈
二
〇
〇
四
〉
年
）。

◇

　

書
誌
情
報
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

い
ず
れ
も
半
紙
本（
約
縦
二
十
二
セ
ン
チ
、

横
十
五
セ
ン
チ
）で
あ
り
、『
浮
世
花
鳥
風
月
』

の
表
紙
は
無
地
で
鳥
の
子
色
、
二
丁
あ
る
目

録
上
部
に
挿
絵
を
配
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

『
好
色
堪
忍
記
』
の
表
紙
は
無
地
で
水
色
と

り
な
お
し
、
現
在
を
、
そ
し
て
次
の
時
間
を

探
し
、
紡
い
で
い
く
旅
で
も
あ
っ
た
の
だ
か

ら
。

（
１
）福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
「
実
践

研
究
「
生
き
る
力
」
の
定
着
を
目
指
し
て

―
―
芸
術
・
表
現
系
列
「
演
劇
」
の
授
業

実
践
か
ら
」（『
中
等
教
育
資
料
』
二
〇
〇

四
年
四
月
）、
い
し
い
み
ち
こ
『
高
校
生

が
生
き
や
す
く
な
る
た
め
の
演
劇
教
育
』

（
立
東
社
、
二
〇
一
七
年
）、
安
瀨
一
夫
「
第

15
期
生
ア
ト
リ
エ
公
演
」（『
失
わ
れ
た
時

を
与
え
て
』
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
二
〇

一
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）三
条
会
は
二
〇
一
一
年
一
月
に
、
ザ
・
ス

ズ
ナ
リ
で
『
冬
物
語
』
を
上
演
し
て
い
る
。

 

資
料
紹
介

　
乱
歩
旧
蔵
・
新
規
購
入
本
『
浮
世
花
鳥
風
月
』

　『
好
色
堪
忍
記
』
に
つ
い
て
　
　
　  

丹
　
羽
　
み
さ
と
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ち
帰
っ
た
レ
イ
ン
は
、
惜
し
げ
も
な
く
乱
歩

に
譲
っ
た
。
そ
の
事
実
に
、
乱
歩
に
対
す
る

敬
愛
の
念
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
乱
歩
の
旧
蔵
書
に
は
、
レ

イ
ン
か
ら
受
け
取
っ
た
近
世
資
料
が
い
く
つ

か
あ
る
。
例
え
ば
『
五
ヶ
津
余
情
男
』
巻
四

（
都
の
花
風
、
元
禄
十
五
年
刊
）
や
『
隅
田

川
両
岸
一
覧
』（
葛
飾
北
斎
）、『
秋
の
夜
長

物
語
』（
正
徳
六
年
）『
男
色
狐
敵
討
』
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
『
江
戸
川

乱
歩
旧
蔵
江
戸
文
学
作
品
展
図
録
』（
平
成

十
七
〈
二
〇
〇
五
〉
年
）
を
参
照
頂
き
た
い

が
、
乱
歩
と
レ
イ
ン
の
古
書
を
介
し
た
交
友

は
、
一
度
き
り
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
、
多
年
に
わ
た
る
古
典
籍
の
や
り
と

り
か
ら
浮
か
び
上
が
る
。

◇

　

こ
の
『
浮
世
花
鳥
風
月
』『
好
色
堪
忍
記
』

に
つ
い
て
は
、『
大
衆
文
化
』
第
十
七
号
に

掲
載
し
た
乱
歩
作
成
『
家
蔵
同
性
愛
関
係
書

（
其
一
）　

日
本
之
部
』
に
も
見
ら
れ
る
書
名

で
あ
り
、
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「（
浮
世
栄
花
一
代
男
）（
五
）　

西
鶴
の
序

あ
り
。
元
禄
六
年
板
、
貞
享
年
間
の
「
好
色

四
季
咄
」
の
改
題
。
後
又
元
禄
十
一
年
に
は

「
好
色
堪
忍
記
」
正
徳
三
年
に
は
「
浮
世
花

鳥
風
月
」
と
改
題
。
純
粋
の
男
色
は
な
け
れ

ど
、
巻
一
第
二
、
三
話
な
ど
女
子
の
若
衆
買

ひ
に
て
、
参
考
と
な
る
事
あ
り
。」

　

乱
歩
が
右
で
「
女
子
の
若
衆
買
ひ
」
と
記

し
た
「
巻
一
第
二
、
第
三
」
と
は
、「
花
は

桜
の
男
傾
城
」
と
「
花
は
や
れ
ど
三
人
の
子

の
親
」
の
章
を
指
し
て
い
る
。

「
花
は
桜
の
男
傾
城
」
と
は
、
夫
に
先
立
た

れ
た
身
分
の
高
い
五
十
過
ぎ
の
隠
居
の
女
性

を
慰
め
る
為
に
、
彼
女
が
見
て
み
た
い
と
言

っ
た
「
男
傾
城
町
」
を
下
女
達
が
屋
敷
内
に

作
る
話
で
あ
る
。
お
歯
黒
を
付
け
、
口
紅
を

さ
し
、
白
粉
を
塗
っ
た
二
十
人
ば
か
り
の
若

者
は
、
そ
の
衣
裳
や
立
ち
振
る
舞
い
の
優
美

さ
か
ら
、
遊
女
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
美
し

さ
と
称
賛
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
昼
夜
の
区
別
な
く
、
隠
居
や
下

女
達
か
ら
揚
げ
詰
め
に
さ
れ
た
彼
ら
は
、
最

後
に
は
衰
弱
死
し
て
し
ま
う
。
読
後
感
の
よ

く
な
い
話
で
は
あ
る
が
、
女
が
心
惹
か
れ
る

「
男
傾
城
」
の
魅
力
が
丁
寧
に
記
さ
れ
て
お

り
、
乱
歩
が
「
参
考
」
と
な
る
と
評
し
た
の

は
、
女
装
し
た
若
者
の
美
し
さ
の
描
写
で
あ

ろ
う
。

　

ま
た
「
花
は
や
れ
ど
三
人
の
子
の
親
」
と

は
、
昼
に
は
舞
台
を
勤
め
、
夜
に
は
客
勤
め

に
出
る
、
三
人
の
子
を
持
っ
た
若
作
り
の
女

形
の
話
で
あ
る
。
三
十
七
、
八
才
と
見
ら
れ

る
そ
の
役
者
は
、
女
た
ち
か
ら
と
て
も
人
気

が
あ
る
が
、や
は
り
年
を
取
り
過
ぎ
て
い
て
、

衆
道
の
あ
り
方
か
ら
は
外
れ
て
い
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
彼
は
客
勤
め
に
呼
ば

れ
て
お
り
、そ
の
相
手
は
老
僧
か
と
思
え
ば
、

十
六
才
の
嫁
入
り
前
の
美
少
女
で
あ
っ
た
。

色
好
み
の
少
女
と
夫
婦
約
束
を
す
る
も
の

の
、
役
者
が
金
目
当
て
で
あ
る
こ
と
は
、
彼

の
寝
言
に
よ
っ
て
露
顕
し
て
し
ま
う
。

　

本
章
に
は
色
事
の

対
象
と
な
る
役
者
の

年
齢
が
、
本
来
な
ら

ば
、
二
十
五
才
頃
ま

で
だ
と
記
さ
れ
て
い

る
。
同
性
愛
関
係
研

究
を
進
め
て
い
た
乱

歩
に
と
っ
て
、
こ
の

年
齢
問
題
が「
参
考
」

の
対
象
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

◇

　

今
回
新
規
購
入
し

た『
浮
世
花
鳥
風
月
』

『
好
色
堪
忍
記
』
は
、

以
上
の
様
に
作
者
や

成
立
な
ど
、
確
定
し

か
ね
る
要
素
が
な
お

残
る
作
品
で
あ
る

が
、
レ
イ
ン
か
ら
乱

歩
へ
渡
っ
た
と
い
う

そ
の
来
歴
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
乱
歩

が
こ
の
資
料
の
何
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
文

章
が
記
さ
れ
て
お
り
、
乱
歩
と
近
世
文
学
を

研
究
す
る
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
を

有
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

丹
羽　

み
さ
と
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公
開
日
　
水
曜
・
金
曜
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
（
十
時
三
十
分
〜
十
六
時
）

『浮世花鳥風月』『好色堪忍記』帙

　

旧
江
戸
川
乱
歩
邸
の
二
〇
一
七
年
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
来
館
者
数
は
、

七
二
六
四
名
を
数
え
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
乱
歩
邸
も
、

徐
々
に
老
朽
化
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
大
規
模
修
繕
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
母
屋
修
繕
後
、

新
た
に
展
示
室
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

乱
歩
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
探
偵
小
説

や
大
衆
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
展

示
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
。

　

ま
た
、
乱
歩
の
随
筆
「
猫
町
」
の
初

出
掲
載
雑
誌
、『
小
説
の
泉
』（
昭
和
二

十
三
〈
一
九
四
八
〉
年
九
月
）
を
御
寄

贈
頂
き
、
立
教
大
学
図
書
館
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
他
館
で
は
ほ
と
ん
ど
所
蔵
さ
れ

て
い
な
い
資
料
で
す
。
内
容
や
文
章
の

異
同
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
猫

町
」
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
く
、
茂も

田た

井い

武た
け
しの

挿
絵
で
、ダ
ン
ス
を
踊
る
猫
、

理
髪
店
の
猫
な
ど
が
素
朴
な
タ
ッ
チ
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。
乱
歩
邸
の
資
料
を

含
め
、
ご
活
用
下
さ
い
。

編
集
後
記


